
様式（１）-①

都市再生整備計画（第１回変更）

久米田
く め だ

駅
え き

地区

大阪府
お お さ か ふ

　岸和田
き し わ だ

市
し

令和４年１月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 170.5 ha

平成 30 年度　～ 令和 4 年度 平成 30 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H28 R5

人／日 Ｈ27 R5

人・時 Ｈ26 R5

都道府県名 大阪府 岸和田市
き し わ だ し

久米田駅
く め だ え き

地区
ち く

計画期間 交付期間 4

（大目標）生活拠点にふさわしいJR久米田駅周辺まちづくり
　　目標１．にぎわいのある駅前空間づくり
　　目標２．アクセスしやすい駅周辺空間づくり
　　目標３．安全で快適な駅周辺の交通環境づくり

（まちづくりの経緯）
・本地区は、JR久米田駅を中心に約１㎞（徒歩で約15分）圏内を対象とした都市計画道路で囲まれた区域である。久米田駅の１日乗降客数は約14,000人であり、久米田駅周辺は、市の生活拠点の１つとして位置付けられている。
・駅西側の国道26号沿いにおいては、昭和41年から平成23年まで土地区画整理事業が実施され、良好な市街地が形成されている。
・駅直近の西側においては、平成７年から「久米田駅西地区緑住まちづくり協議会」により、土地区画整理事業について検討を行ってきたが、西側改札設置の話が具体化しなかったため、事業化には至っていない。
・久米田駅周辺の喫緊の課題である駅東西アクセスの改善を図るため、平成26年度からJR西日本と協議を重ね、西側改札設置についての方向性がまとまり、平成29年６月に「久米田駅東西アクセス改善基本構想」を策定した。
（現況）
・土地利用状況においては、久米田駅周辺では宅地化が進んでおり、特に西側においては、国道26号沿いの土地区画整理事業等により市街地が形成されている。しかし、駅直近においては、駅の西側に改札がなく、都市基盤施設が未整備であるた
め、近隣商業地域にもかかわらず、農地や利用されていない土地が多い。
・交通状況においては、駅周辺では、鉄道分断により駅東西のアクセス性が悪く、踏切付近では朝夕ラッシュ時に渋滞が発生している。また、改札がある駅東側においては、駅への車寄せ空間がなく、駅前が自動車で混雑し、歩行者、自転車、自動車
が輻輳し危険な状況である。さらに駅へのバスの乗り入れができず、公共交通機関の乗り継ぎが悪い状況である。
・久米田駅の直近に久米田北一踏切（府道）があり、平成28年６月に国土交通省により緊急に対策の検討が必要な踏切（歩行者ボトルネック踏切）として抽出されている。また、京阪神圏渋滞ボトルネック対策協議会においても「地域の主要渋滞箇所」
に選定されるなど、課題を抱えた踏切である。（平成19年４月、緊急に対策の検討が必要な踏切1,960箇所の公表時は自動車及び歩行者ボトルネック踏切であった。）

・駅直近の低未利用地の有効活用の促進
・駅へのアクセス性及び交通結節機能の向上
・駅アクセスの分散化による駅周辺交通の円滑化

・「岸和田市都市計画マスタープラン」（平成23年３月策定）において、久米田地域の将来像は、「商工業の活性化を図り、豊富な歴史資源を活かしたバランスのとれた自立型のまちづくり」としている。また、JR久米田駅周辺は都市基盤の整備と併せ、
商業・医療・サービス業・居住等の都市機能が集積した安全で利便性の高い生活拠点の形成を目指す地区として位置付けられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

駅周辺の市街地に活気があると
感じる市民の割合

市民意識調査
駅周辺の都市基盤施設の整備により、新たな土地利用が促進さ
れ、駅周辺が活性化する。

13.2 14.0

１日平均乗車人員 JR久米田駅１日平均乗車人員
駅へのアクセス性及び交通結節機能の向上により、駅利用者が
増加する。

6,926 7,300

踏切歩行者等交通遮断量
久米田駅北一踏切における歩行者及び自転車の交通量
×踏切遮断時間

駅アクセスの分散化により、踏切歩行者等交通遮断量が減少す
る。

46,676 37,300



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・整備方針１
駅直近の低未利用地の有効活用の促進を図るため、駅周辺の都市基盤施設を整備する。

【基幹事業】
・道路　：（仮称）久米田駅西停車場線
・地域生活基盤施設　：　久米田駅西側駅前広場
・高質空間形成施設　：　（仮称）久米田駅西停車場線　久米田駅西側駅前広場

・整備方針２
駅へのアクセス性及び交通結節機能の向上を図るため、アクセス道路、駅前広場を整備する。
令和４年度に改定される「岸和田市交通バリアフリー基本構想」における生活関連経路に指定される見込み（歩行者等通路は除く）であり、人にやさしく
移動しやすい施設を整備する。

【基幹事業】
・道路　：　（仮称）久米田駅西停車場線、歩行者等通路
・地域生活基盤施設　：　久米田駅西側駅前広場
・高質空間形成施設　：　（仮称）久米田駅西停車場線　久米田駅西側駅前広場　歩行者等通路

・整備方針３
駅アクセスの分散化による駅周辺交通の円滑化を図るため、アクセス道路、駅前広場を整備する。

【基幹事業】
・道路　：　（仮称）久米田駅西停車場線、歩行者等通路
・地域生活基盤施設　：　久米田駅西側駅前広場
・高質空間形成施設　：　（仮称）久米田駅西停車場線　久米田駅西側駅前広場　歩行者等通路



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 岸和田市 直 L=140m H30 R4 H30 R4 508.2 508.2 508.2 508.2 －

道路 岸和田市 直 L=200m H30 R4 H30 R4 35.7 35.7 35.7 35.7 －

道路 －

公園 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 岸和田市 直 A=1,300㎡ H30 R4 H30 R4 213.6 213.6 213.6 213.6 －

高質空間形成施設 岸和田市 直 A=700㎡ H30 R4 H30 R4 11.0 11.0 11.0 11.0 －

高質空間形成施設 岸和田市 直 A=200㎡ H30 R4 H30 R4 3.0 3.0 3.0 3.0 －

高質空間形成施設 岸和田市 直 A=390㎡ H30 R4 H30 R4 14.0 14.0 14.0 14.0 －

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

  住宅市街地総合整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 785.5 785.5 785.5 0.0 785.5 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 …B

合計(A+B) 785.5
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
岸和田市 100㎡ ○ H30 R4 130

合計 130

交付対象事業費 785.5 交付限度額 314.2 国費率 0.4

細項目
（仮称）市道久米田駅西停車場線

歩行者等通路

事業 事業箇所名
交付期間内事業期間

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

久米田駅西側駅前広場

（仮称）市道久米田駅西停車場線

歩行者等通路

久米田駅西側駅前広場

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

久米田駅周辺まちづくり事業 西側改札



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　久米田
く め だ

駅
え き

地区
ち く

（大阪府
お お さ か ふ

岸和田
き し わ だ

市
し

） 面積 170.5 ha 区域 岸和田市
き し わ だ し

下池田町
し も い け だ ち ょ う

、下池田町
し も い け だ ち ょ う

１～３丁目
ち ょ う め

、大町
お お ま ち

、大町
お お ま ち

１丁目
ち ょ う め

、大町
お お ま ち

３～４丁目
ち ょ う め

、小松里町
こ ま つ り ち ょ う

JR阪和線
久米田駅

国道２６号

岸和田市立
八木市民センター

府道岸和田牛滝山貝塚線

JR阪和線

下松駅

南海本線
春木駅

岸和田市立
中央公園

岸和田市立
総合体育館

久米田池

府道大阪和泉泉南



駅周辺の市街地に活気が

あると感じる市民の割合
（ ％ ） 13.2 （Ｈ28 年度） → 14.0 （R5年度）

１日平均乗車人員 （ 人/日 ） 6,926 （H27年度） → 7,300 （R5年度）

踏切歩行者等交通遮断量 （ 人・時 ） 46,676 （H26年度） → 37,300 （R5年度）

　久米田駅地区（大阪府岸和田市）　整備方針概要図

目標 生活拠点にふさわしいJR久米田駅周辺まちづくり
代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

 

中央公園 

総合体育館 

久米田池 

久米田寺 

春木駅 

 

久米田駅 

下松駅 

 

八木北小学校 

八木小学校 

八木南 

小学校 

計画区域 
22

Ｎ 

久米田 

中学校 

久米田高校 

■基幹事業 高質空間形成施設
(仮称)市道久米田駅西停車場線

■基幹事業 高質空間形成施設
歩行者等通路

■基幹事業 地域生活基盤施設
久米田駅西側駅前広場

□関連事業 久米田駅周辺まちづくり事業
西側改札

■基幹事業 道路
(仮称)市道久米田駅西停車場線

■基幹事業 道路
歩行者等通路

■基幹事業 高質空間形成施設
久米田駅西側駅前広場


